
Ⅰ
、
始
め
に

（
�
）

先
稿
で
は
、
福
井
県
小
浜
市
和
久
里
で
六
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
「
和
久
里

融
通
大
念
佛
狂
言
」
の
演
目
の
一
つ
で
あ
る
、「
餓
鬼
角
力
」
等
に
つ
い
て

考
察
し
た
が
、
こ
の
「
餓
鬼
角
力
」
に
登
場
す
る
地
蔵
菩
薩
（
地
蔵
薩
埵
・

妙
幢
菩
薩
）
と
閻
魔
大
王
（
閻
羅
王
）
が
日
本
で
は
、
と
く
に
中
世
以
降
、

同
一
の
も
の
と
信
じ
ら
れ
実
質
的
に
は
、
一
人
二
役
（
地
蔵
菩
薩
は
閻
魔
大

王
の
化
現
・
閻
魔
大
王
の
本
地
佛
は
地
蔵
菩
薩
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
或
い
は
変
容
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ

と
等
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
言
及
し
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
の
卑
見
を
申
し
述
べ
て
お
き
た
く
思

う
。

Ⅱ
、
地
蔵
菩
薩
と
閻
魔
大
王

我
が
国
で
は
死
者
を
看
取
る
こ
と
も
、
死
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
も
、
ほ

と
ん
ど
少
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。
だ
が
、
死
が
身
近
な
も
の
で

な
く
な
っ
た
昨
今
、
一
見
す
る
と
死
後
の
世
界
、
す
な
わ
ち
、「
他
界
」
と

い
う
異
空
間
は
、
科
学
的
な
現
代
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
信
じ
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
で
い
て
、
そ
の
実
、
他
界
の
情
報
は
巷
に
溢
れ
か
え
り
、
そ
れ
は
こ
と

さ
ら
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
死
後

の
世
界
に
必
要
以
上
に
捉
わ
れ
て
し
ま
う
人
も
少
な
く
な
い
と
い
う
現
象
も

一
方
で
は
起
き
て
い
る
。
ま
た
、
死
後
の
世
界
を
尊
崇
す
る
行
事
、
儀
式
も

数
多
い
。
た
と
え
ば
、
未
だ
に
脈
々
と
続
く
地
蔵
盆
な
ど
の
地
蔵
信
仰
や
、

そ
う
し
た
日
本
の
歴
史
的
風
土
等
か
ら
見
て
も
、
地
蔵
菩
薩
と
閻
魔
大
王
を

含
め
た
死
後
の
世
界
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
観
音
菩
薩
と
共
に
庶
衆
の
人
気
を

二
分
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
像
数
に
お
い
て
は
、
観
音
菩
薩
と

「
和
久
里
融
通
大
念
佛
狂
言
」
攷

│
│
「
餓
鬼
角
力
」
の
地
蔵
菩
薩
と
閻
魔
大
王
│
│
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は
違
っ
て
、
伽
藍
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
、
謂
わ
ば
野
辺
の

地
蔵
様
な
の
で
、
そ
の
数
は
と
う
て
い
比
較
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
秘
佛
扱

い
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
、
ま
さ
に
庶
衆
の
「
お
地
蔵
様
」
と
し
て
、
そ
の

莫
大
な
造
像
数
と
共
に
極
め
て
身
近
な
存
在
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
蔵
菩
薩
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
ク
シ
テ
ィ
・
ガ
ル
バ

ハ
」
と
い
い
、『
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
』
等
に
拠
る
と
、
閻
魔
大
王

の
化
身
と
さ
れ
て
い
る
。
釈
迦
が
入
滅
し
て
か
ら
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に

弥
勒
菩
薩
（
中
国
で
は
布
袋
が
こ
れ
に
相
当
す
る
）
が
現
わ
れ
る
ま
で
の

間
、
我
々
衆
生
を
救
っ
て
く
れ
る
有
り
難
い
菩
薩
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
イ
ン
ド
と
は
縁
の
な
い
菩
薩
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。
こ
う
し
た
地
蔵

の
名
が
日
本
で
最
初
に
顕
わ
れ
る
の
は
天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
の
『
東

大
寺
要
録
』
に
見
え
る
虚
空
蔵
と
地
蔵
が
対
で
作
ら
れ
た
と
い
う
記
事
で
あ

（
�
）

る
。
た
し
か
に
、
覚
鑁
の
『
地
蔵
講
式
』
等
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
平
安

時
代
初
期
ま
で
は
、
虚
空
蔵
を
天
、
地
蔵
を
地
の
佛
と
し
て
法
会
が
な
さ（�）

れ
、
虚
空
蔵
と
地
蔵
は
一
対
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
地
蔵
菩
薩

は
、
前
の
観
音
菩
薩
と
の
比
較
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
虚
空
蔵
と
も
違
っ

て
、
堂
内
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
よ
り
も
寺
院
境
内
や
、
各
村
の
入
り
口
、
畦

道
、
峠
、
追
分
、
四
辻
、
墓
地
内
外
な
ど
の
野
外
の
路
傍
に
置
か
れ
る
こ
と

が
多
く
、
庶
民
的
で
親
し
み
易
い
佛
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、「
延
命
地
蔵
」

「
身
代
わ
り
地
蔵
」「
水
子
地
蔵
」「
安
産
地
蔵
」「
子
安
地
蔵
」「
子
育
て
地

蔵
」「
裸
地
蔵
」「
縛
り
地
蔵
」「
い
ぼ
取
り
地
蔵
」「
と
げ
抜
き
地
蔵
」「
田

植
え
地
蔵
」「
勝
軍
（
矢
取
り
・
矢
拾
い
）
地
蔵
」「
笠
地
蔵
」
等
と
い
っ
た

様
々
な
名
の
も
と
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
近
年
（
平
成
十
五
年
）
で
も
、
元
気
に
長
生
き
し
て
（
ピ
ン
ピ
ン
）、

楽
に
大
往
生
（
コ
ロ
リ
）
す
る
こ
と
を
願
い
、「
ぴ
ん
こ
ろ
地
蔵
」（
長
野
県

佐
久
市
野
沢
）
な
る
も
の
が
作
ら
れ
、
町
興
し
や
商
店
街
復
興
の
一
環
と
し

て
喧
伝
さ
れ
、
新
た
な
信
仰
を
集
め
て
い
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
同
種
の
も
の
は
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

地
蔵
菩
薩
は
、
網
代
笠
を
被
ら
ず
頭
を
刈
り
上
げ
、
僧
衣
は
通
肩
に
し
て

お
り
、
所
謂
声
聞
形
或
い
は
比
丘
形
で
、
托
鉢
の
僧
侶
や
雲
水
に
似
て
い
る

が
、
如
意
宝
珠
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
。
シ
ン
ボ
ル

的
な
物
と
し
て
は
、
こ
の
如
意
宝
珠
の
他
に
錫
杖
を
持
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
、
地
蔵
菩
薩
に
関
す
る
こ
と
や
信
仰
的
な
も
の
は
、
奈
良
時
代
に
は
す
で

に
『
地
蔵
十
輪
経
』・『
地
蔵
本
願
経
』・『
占
察
善
悪
業
報
経
』
な
ど
の
所
謂

地
蔵
三
経
等
に
よ
っ
て
伝
来
し
て
い
た
が
（
日
本
最
古
の
説
話
集
で
あ
る

『
日
本
霊
異
記
』
も
地
蔵
と
閻
魔
を
同
体
の
も
の
と
し
て
い
る
）、
広
く
は
一

般
に
普
及
せ
ず
、
末
法
の
平
安
時
代
末
期
に
入
っ
て
よ
う
や
く
源
信
ら
の
布

教
が
功
を
奏
し
て
拡
が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
、

『
佛
説
預
修
十
王
生
七
経
』
を
始
め
、『
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
』・『
地

じ
ぞ
う

蔵
菩
薩
十
斎
日
』・『
�
�
大
道
心
駈
策
法
』
等
の
諸
偽
経
が
生
み
出
さ
れ
、

こ
こ
か
ら
、
盛
ん
に
閻
魔
の
本
地
が
地
蔵
菩
薩
だ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
や
が
て
閻
魔
と
地
蔵
菩
薩
が
同
一
の
も
の
と
し
て
、
地
獄
と
浄
土
を
往

復
出
来
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
一
説
に
よ
る

と
、
地
蔵
菩
薩
は
自
ら
望
ん
で
奈
落
（
地
獄
）
に
落
ち
た
の
で
、
観
音
菩
薩

よ
り
も
そ
の
地
位
は
低
い
と
さ
れ
て
い
る
。

地
蔵
菩
薩
像
の
面
白
い
も
の
と
し
て
は
、
奈
良
教
育
大
学
の
比
較
的
近
く
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に
あ
る
「
新
薬
師
寺
」
に
は
、
裸
形
の
地
蔵
菩
薩
が
あ
る
。
こ
の
お
地
蔵
さ

ん
に
は
男
性
性
器
が
あ
り
、
俗
に
「
お
た
ま
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
て
信
仰
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
近
く
の
「
伝
香
寺
」
に
も
裸
形
の
地
蔵
菩
薩
が
あ
っ
て
、

そ
れ
は
、
佛
の
三
十
二
相
の
「
陰
蔵
相
（
馬
陰
蔵
相
）」
が
表
わ
さ
れ
て
い

る
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
高
野
山
の
「
化
粧
地
蔵
」・「
仲
好
し

地
蔵
」
等
も
、
や
や
特
異
な
地
蔵
の
範
疇
に
入
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
閻
魔
大
王
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
閻
魔
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
や
パ
ー
リ
語
の
「
ヤ
マ
」
の
音
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ヤ
マ
ラ
ー
ジ

ャ
の
音
訳
は
閻
魔
羅
闍
（
羅
闍
は
王
の
意
）
で
あ
り
、
意
訳
は
閻
魔
大
王
と

さ
れ
、
閻
羅
王
と
も
い
わ
れ
る
（
イ
ン
ド
で
は
な
く
中
国
が
閻
魔
の
発
祥
地

だ
と
い
う
説
も
あ
る
）。

閻
魔
像
の
変
わ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
住
吉
大
社
（
大
阪
市
住
吉
区
）
の

北
約
四
百
米
の
住
宅
地
の
お
堂
（
住
吉
区
東
粉
浜
三
丁
目
）
に
、
閻
魔
の
顔

を
し
た
異
形
の
「
閻
魔
地
蔵
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
天
文
七
年
（
一
五
三

八
）
に
造
ら
れ
た
こ
の
閻
魔
地
蔵
は
、
い
ま
だ
に
地
域
の
厚
い
信
仰
を
集
め

て
い
る
。
閻
魔
は
、
死
者
の
世
界
を
掌
り
、
地
蔵
は
死
者
を
救
済
に
導
く
と

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
地
蔵
菩
薩
の
化
身
と
さ
れ
る
閻
魔
の
像
は
、
笏

を
持
っ
た
約
一
・
二
米
の
坐
像
で
、
普
段
は
顔
の
み
し
か
参
観
で
き
な
い

が
、
地
蔵
盆
（
八
月
二
十
三
・
四
日
）
の
両
日
は
、
そ
の
全
身
が
開
帳
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
西
方
寺
（
大
阪
市
浪
速
区
）
に
も
、
浄
瑠
璃
の
「
摂
州
合
邦
辻
」

の
舞
台
と
な
っ
た
合
邦
辻
閻
魔
堂
に
閻
魔
が
祀
ら
れ
、
特
殊
な
も
の
と
し
て

は
、
西
明
寺
（
栃
木
県
益
子
町
益
子
）
に
安
置
さ
れ
て
い
る
、
破
顔
一
笑
の

「
笑
う
閻
魔
大
王
」
等
も
、
こ
れ
を
不
気
味
な
笑
い
と
と
る
か
、
親
し
み
易

い
笑
顔
と
見
る
か
は
、
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
も
の
の
、
夙
に

著
名
な
も
の
で
あ
る
。

Ⅲ
、
日
本
の
地
獄
観

な

ら

か

に

ら

や

閻
魔
の
い
る
地
獄
と
は
意
訳
で
、
梵
名
は
奈
落
迦
、
ま
た
は
泥
犂
耶
、
略

な
い
り

し
て
奈
落
、
泥
犂
と
も
い
う
。
そ
れ
は
、
地
下
数
米
の
も
の
を
い
う
の
で
は

せ
ん
ぶ
し
ゅ
う

だ
い
て
つ
ち
せ
ん

な
い
。
広
い
贍
部
洲
の
地
底
に
あ
る
と
も
、
大
鉄
囲
山
、
或
い
は
金
剛
山

の
下
に
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
地
球
上
に
は
、
如
何
な
る

辺
境
の
地
、
過
疎
の
地
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
た
と
え
地
の
底
、
海
中
の
奥

底
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
佛
説
に
い
う
閻
魔
の
い
る
地
獄
（
奈
落
）
と
い
う

も
の
は
実
際
に
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
現
世
に
お
い
て
、
三
宝
に

帰
依
し
善
徳
を
積
ん
で
、
つ
い
に
は
浄
土
に
成
佛
せ
ん
が
た
め
に
勧
め
た
、

布
教
の
た
め
の
経
典
の
創
作
記
述
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で

は
、
最
古
の
ヴ
ェ
ー
ダ
期
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
あ
の
世
（
冥
界
）
の
思
想

が
異
民
族
、
異
宗
教
の
要
素
を
漸
次
取
り
入
れ
な
が
ら
、
地
獄
の
イ
メ
ー
ジ

を
形
作
っ
て
き
た
が
、
佛
教
が
興
っ
て
か
ら
は
、
因
果
応
報
の
教
義
に
よ
っ

（
�
）

て
、
佛
教
の
説
と
し
て
再
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
方
、
中
国
で
は
文
字
を

尊
ぶ
文
化
か
ら
、
経
典
を
漢
訳
す
る
過
程
で
時
代
、
地
域
性
に
関
係
な
く
同

等
の
も
の
と
し
て
、
夥
し
い
経
典
の
訳
出
が
行
な
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

所
詮
、
中
国
で
の
地
獄
説
や
地
獄
観
は
、
イ
ン
ド
伝
来
の
所
説
を
大
き
く
外

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
で
は
、
現
世
に
お
い
て
罪
業
の

「
和
久
里
融
通
大
念
佛
狂
言
」
攷
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あ
る
者
が
死
後
に
地
獄
に
堕
ち
て
苦
悩
を
受
け
る
と
さ
れ
、
そ
の
地
獄
の
主

宰
が
閻
魔
で
、
牛
頭
・
馬
頭
等
の
獄
卒
が
地
獄
に
堕
ち
た
死
者
を
責
め
苛
む

と
い
わ
れ
る
。
八
熱
地
獄
・
八
寒
地
獄
と
い
う
大
き
な
地
獄
の
他
に
、「
別

処
」
と
い
わ
れ
る
小
地
獄
を
加
え
る
と
、
そ
の
数
は
百
三
十
六
に
も
及
ぶ
。

こ
の
よ
う
に
、
佛
教
に
も
夙
く
か
ら
地
獄
の
思
想
が
齎
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
の

初
期
に
は
、
地
獄
の
名
の
下
に
因
果
応
報
の
思
想
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た

よ
う
で
あ
る
。Ⅳ

、「
餓
鬼
角
力
」
の
内
実

次
に
、「
餓
鬼
角
力
」
の
内
実
を
簡
単
に
概
観
し
て
お
こ
う
。

福
井
県
小
浜
市
和
久
里
の
西
方
寺
で
奉
納
さ
れ
る
、「
和
久
里
融
通
大
念

佛
狂
言
」
の
演
目
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
（
奉
納
年
に
よ

っ
て
は
、
時
間
等
の
変
更
も
あ
る
）。

初
日
〈
午
前
〉「
餓
鬼
角
力
」「
花
盗
人
」「
炮
烙
割
り
」

〈
午
後
〉「
と
ろ
ろ
滑
り
」「
座
頭
の
川
渡
り
」「
愛
宕
詣
り
」

（
宝
塔
縁
起
奉
読
）「
狐
釣
り
」「
腰
祈
り
」「
寺
大
黒
」

中
日
〈
午
前
〉（
宝
篋
印
塔
供
養
）（
大
般
若
経
奉
読
）（
宝
塔
縁
起
奉

読
）

〈
午
後
〉「
と
ろ
ろ
滑
り
」「
狐
釣
り
」「
腰
祈
り
」「
炮
烙
割
り
」

（
宝
塔
縁
起
奉
読
）「
寺
大
黒
」「
餓
鬼
角
力
」「
花
盗
人
」

「
座
頭
の
川
渡
り
」「
愛
宕
詣
り
」

楽
日
〈
午
前
〉「
寺
大
黒
」「
座
頭
の
川
渡
り
」「
愛
宕
詣
り
」

〈
午
後
〉「
狐
釣
り
」「
花
盗
人
」「
腰
祈
り
」（
宝
塔
縁
起
奉
読
）

「
炮
烙
割
り
」「
と
ろ
ろ
滑
り
」「
餓
鬼
角
力
」

こ
の
番
組
内
容
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
初
日
の
冒
頭
と
楽
日
の
最

後
の
演
目
が
「
餓
鬼
角
力
」
で
あ
る
の
は
、「
和
久
里
融
通
大
念
佛
狂
言
」

の
本
質
が
、「
施
餓
鬼
会
」
を
明
確
に
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

（
�
）る。さ

ら
に
、「
宝
篋
印
塔
供
養
」
を
含
め
、「
宝
塔
縁
起
奉
読
」
が
三
日
間
でう

五
回
も
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
地
方
の
代
官
で
あ
っ
た
長
井
雅

た
の
す
け

ち
よ
う
あ

み

楽
介
が
、
出
家
を
果
た
し
、
朝
阿
弥
（
沙
弥
朝
阿
）
と
号
し
て
、
延
文
三

年
（
一
三
五
八
）
に
建
立
し
た
宝
篋
印
塔
（
通
称
市
の
塔
）
の
信
仰
に
関
わ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
和
久
里
の
「
融
通
大
念
佛
狂
言
」
を
大
き
く
捉
え
る

と
、
本
質
的
に
は
「
施
餓
鬼
会
」
の
開
催
を
目
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ

の
中
に
古
く
か
ら
地
元
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
「
市
の
塔
」
の
供
養
を
絡
め

て
い
る
こ
と
に
も
気
付
か
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
初
日
・

中
日
・
楽
日
の
午
後
に
、
市
の
塔
に
対
す
る
「
宝
塔
縁
起
奉
読
」
が
計
三
回

組
み
込
ま
れ
、
さ
ら
に
、
中
日
午
前
に
は
、「
宝
篋
印
塔
供
養
」
と
「
宝
塔

縁
起
奉
読
」
が
行
わ
れ
、
三
日
間
で
五
度
に
亘
っ
て
、
市
の
塔
の
供
養
が
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
肯
け
る
の
で
あ
る
。

先
ず
、「
餓
鬼
角
力
」
の
内
実
を
見
て
お
き
た
い
。
登
場
人
物
、
内
容
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
八



〈
登
場
者
〉
地
蔵
菩
薩
、
亡
者
（
餓
鬼
）
二
人
、
閻
魔
大
王
、
鬼
（
赤
・

黒
）
二
匹
。

豪
勢
な
冠
に
派
手
な
出
で
立
ち
の
閻
魔
大
王
が
、
鬼
二
匹
（
こ
こ
で
い
う

二
匹
の
鬼
は
、
地
獄
の
獄
卒
で
あ
る
馬
頭
羅
刹
と
牛
頭
獄
卒
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
明
治
四
年
〈
一
八
七
一
〉
に
今
の
警
察
の
巡
査
に
相
当
す
る
「
羅
卒
」

が
設
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
巡
羅
す
る
兵
卒
か
ら
来
て
い
る
も
の
で
、
羅
刹

・
獄
卒
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
う
し
た
呼
び
名
を
連
想
さ
せ
る
羅
卒
が
、
い
か

に
当
時
の
庶
民
に
恐
れ
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
分
か
る
）
を
引
き

連
れ
て
、
足
を
踏
み
鳴
ら
し
な
が
ら
地
獄
に
見
立
て
た
舞
台
へ
と
登
場
し
て

く
る
。
一
方
、
地
獄
の
亡
者
た
ち
は
、
閻
魔
大
王
の
強
烈
な
威
風
に
圧
倒
さ

れ
て
地
蔵
菩
薩
の
脇
に
隠
れ
、
恐
怖
に
慄
き
な
が
ら
小
さ
く
な
っ
て
入
場
し

て
来
る
。

角
力
は
、
勝
負
以
前
の
も
の
で
、
閻
魔
大
王
の
子
分
で
あ
る
鬼
た
ち
が
四

股
を
踏
む
だ
け
で
亡
者
は
ひ
っ
く
り
返
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
壬
生
寺
の

本
尊
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
が
佛
に
祈
り
を
捧
げ
る
と
、
亡
者
た
ち
に
力
が
漲

り
、
鬼
た
ち
を
次
々
に
投
げ
飛
ば
し
て
ゆ
く
。
ふ
が
い
な
い
鬼
ど
も
に
怒
っ

た
閻
魔
大
王
は
、
地
蔵
菩
薩
に
勝
負
を
挑
む
が
、
佛
の
力
に
は
敵
わ
ず
、
打

ち
負
か
さ
れ
て
し
ま
う
。
喜
ん
だ
亡
者
た
ち
は
地
蔵
菩
薩
と
共
に
意
気
揚
々

と
引
き
上
げ
て
行
く
。

舞
台
に
残
さ
れ
た
閻
魔
大
王
は
、
鬼
た
ち
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
な
が
ら
退
場

し
て
い
く
と
い
う
筋
で
あ
る
。

こ
の
曲
目
が
、「
和
久
里
融
通
大
念
佛
狂
言
」
の
最
初
と
最
後
に
置
か
れ

て
い
る
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
施
餓
鬼
会
」
の
意
味
に
、
市
の
塔

の
供
養
を
絡
め
、
さ
ら
に
は
本
寺
壬
生
寺
の
本
尊
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
の
霊
験

を
説
く
た
め
に
も
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
始
原

の
形
を
残
し
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
壬
生
寺
で
は
、
冒
頭
に
「
炮

烙
割
り
」
が
置
か
れ
、
末
尾
に
は
、「
湯
立
て
」「
棒
振
り
」
な
ど
の
神
事
儀

礼
的
な
演
目
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
壬
生
寺
で
の
現
存
曲
目
は
宗
教
色
を
や

や
離
れ
、
滑
稽
な
仕
草
を
交
え
た
大
衆
娯
楽
芸
能
の
側
面
が
強
く
、
和
久
里

西
方
寺
と
の
相
違
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、「
和
久
里
融
通
大
念
佛
狂
言
」
の
方
が
、
本
寺
よ

り
も
古
態
を
留
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
証
し
で
も
あ
る
。

Ⅴ
、
物
語
史
（
資
）
料
の
中
の
地
蔵
と
閻
魔

昭
和
の
初
め
か
ら
平
成
の
初
め
に
及
ぶ
お
よ
そ
七
十
年
間
に
著
さ
れ
た
、

ほ
ぼ
全
て
の
「
地
蔵
信
仰
」
に
関
す
る
論
文
を
俯
瞰
的
に
捉
え
考
究
し
た
、

（
�
）

清
水
邦
彦
氏
の
「
日
本
地
蔵
信
仰
史
研
究
概
観
」
に
は
、
我
が
国
の
地
蔵
信

仰
に
つ
い
て
、「
日
本
に
於
い
て
地
蔵
信
仰
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
展

開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
先
行
研
究
で
は
明
確
で
は
な
い
」
と
結
論
付
け

ら
れ
て
い
る
。
宗
教
史
や
佛
教
学
な
ど
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
で
あ
る
た

め
、
こ
う
し
た
民
間
信
仰
を
捉
え
切
る
に
は
限
界
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
を
文
学
の
視
点
か
ら
捉
え
て
み
る
と
、
地
蔵
信
仰
・
閻
魔
信

仰
の
新
た
な
一
面
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
考
え
る
た
め
、
物
語
文

学
を
史
（
資
）
料
と
し
て
、
そ
の
中
に
地
蔵
信
仰
・
閻
魔
信
仰
に
関
わ
る
民

ひ
と
は
し

間
信
仰
的
受
容
・
変
容
等
の
一
端
を
そ
こ
に
探
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

「
和
久
里
融
通
大
念
佛
狂
言
」
攷

一
九



閻
魔
大
王
と
は
、
地
獄
を
総
括
す
る
長
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
世
の
罪

人
を
裁
く
、
恐
ろ
し
い
大
王
で
あ
る
が
、
何
故
か
蘇
生
に
関
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
早
い
例
と
し
て
は
、
橘
成
季
が
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
に
著
わ
し
た

（
�
）

『
古
今
著
聞
集
』
に
見
え
る
、
慈
心
房
尊
恵
の
地
獄
巡
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

摂
津
国
の
清
澄
寺
（
現
在
の
宝
塚
市
）
に
い
た
、
元
比
叡
山
学
徒
・
慈
心
房

尊
恵
の
事
で
あ
る
。
尊
恵
は
、
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
七
月
十
六
日
に
閻

魔
王
宮
か
ら
立
文
を
貰
う
。
そ
れ
は
、
閻
魔
庁
に
お
い
て
十
万
人
の
法
華
経

持
経
者
に
よ
る
法
華
経
転
読
の
集
会
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
参
加
せ
よ
と
い

う
招
待
状
で
あ
っ
た
。
尊
恵
は
招
待
状
を
受
け
取
っ
た
後
、
十
八
日
の
申
の

終
わ
り
（
午
後
五
時
）
頃
に
横
に
な
る
と
、
酉
の
時
（
午
後
六
時
頃
）
ば
か

り
に
息
絶
え
た
。
そ
し
て
次
の
日
の
辰
の
終
わ
り
（
午
前
九
時
頃
）
ほ
ど
に

生
き
返
っ
て
、
冥
途
で
の
出
来
事
を
語
っ
た
と
い
う
。

こ
の
話
は
、
延
慶
年
間
（
一
三
〇
九
年
頃
）
に
書
写
さ
れ
た
、『
平
家
物

（
�
）

語
』
現
存
本
中
、
最
古
態
で
あ
る
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
巻
第
三
本
第
十
四

の
「
太
政
入
道
、
慈
恵
僧
正
の
再
誕
の
事
」
に
詳
し
い
の
で
、
そ
の
本
文
を

引
い
て
み
る
。

抑
、
入
道
最
期
の
病
の
有
様
は
う
た
て
く
し
て
、
悪
人
と
こ
そ
思
へ
ど

も
、
実
に
は
慈
恵
大
師
の
御
身
な
り
と
云
へ
り
。
何
に
し
て
慈
恵
大
師

の
御
身
と
知
ら
む
と
云
へ
ば
、
摂
津
国
清
澄
寺
と
云
ふ
所
あ
り
。
村
の

き
よ
し
で
ら

人
は
清
澄
寺
と
も
申
す
な
り
。
彼
の
寺
の
住
侶
、
慈
心
房
尊
恵
と
申
し

け
る
は
、
本
、
叡
山
の
学
徒
、
多
年
法
花
の
持
者
な
り
け
る
が
、
道
心

を
発
し
、
住
山
を
厭
ひ
て
、
此
の
処
に
住
し
て
年
を
送
り
け
れ
ば
、
人

皆
こ
れ
を
帰
依
し
け
り
。
而
る
に
承
安
二
年
壬
辰
十
二
月
二
十
二
日
丙

辰
の
夜
、
脇
息
に
寄
り
掛
か
り
て
、
例
の
如
く
に
法
花
経
を
読
み
奉
り

け
る
ほ
ど
に
、
丑
の
剋
（
午
前
二
時
頃
）
許
り
に
、
夢
と
も
な
く
覚
と

も
な
く
て
、
年
十
四
許
り
な
る
男
の
、
浄
衣
に
立
烏
帽
子
に
て
、
藁
沓

脛
巾
し
た
る
が
、
立
文
を
持
て
来
た
れ
り
。
尊
恵
、「
あ
れ
は
何
く
よ

り
の
人
ぞ
」
と
問
ひ
け
れ
ば
、「
琰
魔
王
宮
よ
り
の
御
使
ひ
也
。
書
状

候
ふ
」
と
て
、
其
の
立
文
を
尊
恵
に
渡
す
。
彼
の
状
に
云
は
く
、

�
請
閻
浮
提
大
日
本
国
摂
津
国
清
澄
寺
の
尊
恵
慈
心
房

右
、
来
た
る
廿
六
日
の
早
旦
、
琰
魔
羅
城
大
極
殿
に
於
い
て
、
十

万
人
の
持
経
者
を
以
て
、
十
万
部
の
法
花
経
を
転
読
せ
ら
る
べ

て
へ
れ
ば

し
。
宜
し
く
参
勤
せ
ら
る
べ
し
者
、
国
王
の
宣
に
依
つ
て
、
�
請

件
の
如
し
。

承
安
二
年
壬
辰
十
二
月
廿
日
丙
辰
丑
時

琰
魔
庁

と
書
か
れ
た
り
け
り
。
尊
恵
、
否
び
申
す
べ
き
事
な
ら
ね
ば
、
領
状
の

請
文
を
書
き
て
奉
る
と
見
て
、
覚
め
に
け
り
。
偏
に
死
去
の
思
ひ
を
成

し
て
、
院
主
光
陽
房
に
語
る
。
人
皆
不
思
議
と
思
へ
り
。
尊
恵
、
口
に

弥
陀
の
名
号
を
唱
へ
、
心
に
引
接
の
悲
願
を
念
ず
。
漸
く
廿
五
日
の
夜

陰
に
及
び
て
、
常
住
の
佛
前
に
至
り
、
念
佛
読
経
す
。
既
に
卯
の
刻
に

至
り
て
、
眠
り
切
な
る
故
に
、
返
り
て
住
坊
に
打
ち
臥
す
。
こ
こ
に
浄

衣
の
装
束
の
男
二
人
出
で
来
た
り
て
、
早
く
参
ぜ
ら
る
べ
き
よ
し
勧
む

る
間
、
王
宣
を
辞
せ
む
と
す
れ
ば
、
甚
だ
其
の
恐
れ
あ
り
。
参
詣
を
企

て
む
と
す
れ
ば
、
更
に
衣
鉢
な
し
。
此
の
思
ひ
を
成
す
時
、
二
人
の
童

二
〇



子
、
二
人
の
下
僧
、
七
宝
の
大
車
、
自
づ
か
ら
坊
の
前
に
現
ず
。
法
衣

自
然
に
身
を
纏
ひ
、
肩
に
掛
か
る
。
尊
恵
、
大
き
に
悦
び
て
、
即
時
に

車
に
乗
る
。
衆
僧
等
西
北
の
方
に
向
か
ひ
て
空
を
飛
び
て
、
琰
魔
羅
城

に
至
る
。
王
宮
を
見
る
に
、
家
中
眇
々
と
し
て
、
其
の
内
広
々
た
り
。

見
て
の
よ
う
に
尊
恵
は
、
閻
魔
大
王
か
ら
法
華
経
転
読
パ
ー
テ
ィ
の
招
待

状
を
貰
う
の
だ
が
、
ま
ず
、
招
待
を
断
わ
れ
ば
只
で
は
済
ま
な
い
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
ま
た
、
生
き
て
地
獄
に
行
け
る
の
か
、
死
な
な
け
れ
ば
行
く
こ

と
が
出
来
な
い
の
か
も
分
か
ら
な
い
。
そ
し
て
、
再
び
こ
の
世
に
戻
っ
て
来

れ
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
。
地
獄
に
行
こ
う
に
も
、
ど
う
し
て
行
く
の
か
も

分
か
ら
な
い
。
着
て
い
く
服
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
思
案
に
暮
れ
て
い
る
時

に
、
道
案
内
人
と
し
て
二
人
の
童
子
と
二
人
の
僧
が
忽
然
と
現
わ
れ
、
気
付

く
と
正
装
の
法
衣
を
す
で
に
身
に
纏
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
シ
ン
デ
レ
ラ
の
話

の
ご
と
き
カ
ボ
チ
ャ
の
馬
車
な
ら
ぬ
七
宝
の
大
車
も
尊
恵
の
前
に
現
わ
れ
、

喜
ん
だ
尊
恵
は
大
車
に
飛
び
乗
り
、
西
北
の
方
に
向
か
っ
て
空
を
飛
び
、
や

が
て
地
獄
に
到
着
し
、
法
華
経
の
転
読
を
無
事
に
終
え
る
。

そ
の
後
、
地
獄
の
建
物
を
物
珍
し
く
参
観
し
て
い
る
時
に
、
閻
魔
大
王
に

呼
び
止
め
ら
れ
る
。

「
余
の
僧
は
、
皆
悉
く
返
り
去
り
ぬ
。
御
房
来
た
る
事
何
等
ぞ
や
」。
尊
恵

は
閻
魔
大
王
の
問
い
に
、「
後
生
の
在
所
を
承
ら
む
が
為
也
」
と
答
え
る
。

そ
れ
に
対
し
て
閻
魔
大
王
は
、「
摂
津
国
に
往
生
の
地
五
処
あ
り
。
清
澄
寺

は
其
の
一
也
。
即
ち
是
諸
佛
経
行
の
地
、
釈
迦
・
弥
勒
の
現
処
也
。
往
生
不

往
生
は
、
人
の
信
不
信
に
有
り
」
と
言
い
、
太
政
入
道
浄
海
（
清
盛
）
は
、

「
只
人
に
非
ず
。
慈
恵
僧
正
の
化
身
、
天
台
の
佛
法
護
持
の
為
に
日
本
に
再

誕
せ
る
人
也
。
必
ず
此
の
文
を
以
て
彼
の
人
に
知
ら
す
べ
し
」
と
も
言
う
。

そ
の
文
と
は
、「
敬
礼
慈
恵
大
僧
正

天
台
佛
法
擁
護
者

示
現
最
勝

将
軍
身

悪
業
衆
生
同
利
益
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
、『
延
慶
本
平
家
物
語
』

に
は
、
清
盛
は
白
河
院
の
御
子
で
あ
り
、
白
河
院
も
高
野
山
を
再
興
し
た
祈

親
持
経
上
人
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。
尊
恵
は
、「
七
日
と
云

ひ
け
る
正
月
二
日
丙
寅
の
戌
時
に
蘇
へ
」
り
、
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
た
め

に
、
清
盛
が
慈
恵
僧
正
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
こ
と
が
人
の
知
る
と
こ
ろ

に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
人
を
裁
き
、
地
獄
に
堕
と
す
閻
魔
大

王
が
、
地
蔵
菩
薩
宜
し
く
尊
恵
を
蘇
生
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
往
生
極
楽
を
も
勧
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
何
故
、
閻
羅
庁
で
法
華
経
の
転
読
が
行
な
わ
れ
た
の
か
、
そ
こ

に
何
故
、
尊
恵
が
招
待
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
�
）

次
に
、
平
安
時
代
末
期
成
立
の
『
今
昔
物
語
集
』
に
も
興
味
深
い
話
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
巻
第
十
七
「
陸
奥
国
女
人
依
二

地
蔵
助
一

得
レ

活
語
第
二
十

九
」
に
は
、
得
一
菩
薩
の
建
て
た
寺
に
平
将
行
の
三
女
と
い
う
尼
が
い
た
。

こ
の
女
人
は
、
出
家
以
前
か
ら
、「
形
チ
美
麗
ニ
シ
テ
心
柔
和
也
ケ
リ
。
父

母
有
リ
テ
度
々
夫
ヲ
合
セ
ム
ト
ス
ト
云
ヘ
ド
モ
、
全
ク
此
レ
ヲ
好
マ
ズ
シ

テ
、
寡
ニ
シ
テ
年
ヲ
送
」
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
、「
而
ル
間
、
此
ノ
女
身

ニ
病
ヲ
受
テ
、
日
来
悩
ミ
煩
テ
遂
ニ
死
ヌ
。
冥
途
ニ
行
テ
、
閻
魔
庁
ニ
至

ル
」
こ
と
に
な
る
。
地
獄
の
庭
は
、
罪
人
の
歎
き
悲
し
む
声
が
雷
の
よ
う
に

響
い
て
い
た
。
耐
え
ら
れ
ぬ
ほ
ど
の
凄
ま
じ
さ
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
一
人

「
和
久
里
融
通
大
念
佛
狂
言
」
攷

二
一



の
小
僧
が
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
の
「
形
端
厳
也
。
左
ノ
手
ニ
錫
杖
ヲ

取
リ
、
右
ノ
手
ニ
一
巻
ノ
書
ヲ
持
テ
、
東
西
ニ
往
反
シ
テ
、
罪
人
ノ
事
ヲ
定

ム
。
其
ノ
庭
ノ
人
皆
此
ノ
小
僧
ヲ
見
テ
、
地
蔵
菩
薩
来
リ
給
ヘ
リ
ト
云
」
っ

た
と
い
う
。
見
て
の
よ
う
に
、
地
蔵
菩
薩
が
罪
人
の
罪
の
軽
重
や
そ
の
有
無

を
判
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
蔵
菩
薩
に
出
会
っ
た
女
は
、
両
三
度
「
南

無
帰
命
頂
礼
地
蔵
菩
薩
」
と
唱
え
る
。
そ
れ
に
呼
応
し
た
地
蔵
菩
薩
は
、

「
汝
ヂ
、
我
レ
ヲ
バ
知
リ
ヤ
否
ヤ
。
我
レ
ハ
此
レ
三
途
ノ
苦
難
ヲ
救
フ
地
蔵

菩
薩
也
」
と
告
げ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
女
に
「
男
淫
ノ
業
無
ガ
故
」
に
命
を

助
け
よ
う
と
い
う
。
閻
魔
庁
に
向
か
っ
て
こ
の
助
命
の
理
由
を
述
べ
る
と
、

閻
魔
大
王
も
「
只
仰
セ
ノ
旨
ニ
随
フ
ベ
シ
」
と
承
諾
す
る
。
閻
魔
庁
の
門
の

外
に
出
て
か
ら
、
地
蔵
菩
薩
は
こ
の
女
に
「
一
行
ノ
文
（
偈
）」
を
授
け
る
。

そ
れ
は
、「
人
身
難
授

佛
教
難
値

一
心
精
進

不
惜
身
命
」
の
偈
で
あ

り
、
ま
た
、
往
生
極
楽
の
た
め
に
、「
極
楽
ノ
道
ノ
シ
ル
ベ
ハ
我
身
ナ
ル
心

ヒ
ト
ツ
ガ
ナ
ホ
キ
ナ
リ
ケ
リ
」
と
い
う
要
句
も
教
え
る
。
そ
の
後
、
出
家
を

果
た
し
た
女
は
僧
名
を
「
如
蔵
」
と
称
し
、
世
の
人
は
こ
の
尼
僧
を
「
地
蔵

尼
君
」
と
尊
称
し
た
。
八
十
二
歳
を
超
え
て
の
大
往
生
を
果
た
し
た
と
も
い

う
。『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
見
た
、
閻
魔
大
王
に
せ
よ
、
こ
の
『
今
昔
物

語
集
』
の
地
蔵
菩
薩
に
せ
よ
、
尊
恵
や
女
に
往
生
極
楽
を
勧
め
、
ま
た
、
そ

の
方
法
を
教
え
、
さ
ら
に
は
偈
を
与
え
た
り
、
後
生
の
在
所
ま
で
教
え
た

後
、
最
後
に
は
蘇
生
さ
せ
て
い
る
。

Ⅵ
、
結
び
に
代
え
て

地
獄
に
示
現
す
る
の
は
、
地
蔵
菩
薩
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、
中
国
で
十

（
�
）

世
紀
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
『
太
平
公
記
』
に
求
め
る
と
、
そ
こ
で
は
す
で

に
釈
尊
も
観
音
も
降
臨
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
趙
泰
と
い
う
男
が
地
獄
を
遍

歴
し
て
い
る
時
に
、
世
尊
、
観
音
大
士
等
の
佛
菩
薩
が
地
獄
に
示
現
し
て
い

る
の
を
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う

か
。お

そ
ら
く
、
元
来
は
釈
尊
も
観
音
も
地
獄
に
赴
き
、
説
法
に
よ
り
人
々
を

度
脱
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
地
蔵
信
仰
の
広
ま
り
に
つ

れ
て
信
仰
が
庶
民
化
し
て
い
く
中
で
、
地
蔵
の
み
が
地
獄
の
菩
薩
と
し
て
、

庶
民
の
希
求
す
る
現
世
利
益
に
適
う
た
め
に
都
合
よ
く
変
容
さ
れ
て
い
っ
た

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
よ
る
と
、
閻
魔
大
王
は
、
慈
心
房
尊
恵

に
、「
悪
業
衆
生
同
利
益
」（
悪
業
を
犯
し
た
衆
生
に
も
同
じ
よ
う
に
利
益
を

与
え
る
）
の
偈
を
託
し
、
清
盛
に
伝
え
よ
と
い
っ
た
が
、
さ
ら
に
、「
善
悪

は
一
具
の
法
」（
善
と
悪
は
同
列
で
等
し
い
も
の
）
で
あ
る
と
い
い
、
白
河

院
は
祈
親
持
経
上
人
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
し
て
善
を
成
し
、「
善
根
の
徳
を

兼
ね
」「
功
徳
の
林
を
成
し
た
」
が
、
白
河
院
の
御
子
で
あ
り
な
が
ら
悪
業

を
重
ね
た
清
盛
も
ま
た
、
慈
恵
大
師
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
し
て
、「
功
徳
も

悪
業
も
共
に
功
を
重
ね
て
、
世
の
為
、
人
の
為
、
利
益
を
成
し
」
た
と
す

る
。
し
か
も
こ
れ
は
、「
釈
尊
と
調
達
（
提
婆
達
多
）
と
同
じ
き
種
姓
に
生

二
二



ま
れ
て
善
悪
の
二
流
を
施
」
し
た
と
い
う
こ
と
と
同
じ
だ
と
す
る
の
で
あ

る
。『
平
家
物
語
』
は
、「
怨
親
平
等
」（
怨
敵
も
自
分
を
愛
し
て
く
れ
る
人

も
平
等
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
の
物
語
と
も
い
わ
れ
る
が
、
地
蔵
菩

薩
と
閻
魔
大
王
の
善
悪
一
具
も
こ
れ
に
当
て
嵌
ま
る
。

ま
た
、
視
点
を
変
え
れ
ば
、
閻
魔
大
王
が
、
蘇
生
に
関
わ
る
こ
と
は
、
た

た
た

と
え
祟
り
神
で
あ
る
厄
神
で
あ
っ
て
も
、
祟
る
力
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
救

（
�
）

う
こ
と
も
出
来
る
筈
だ
と
い
う
、
日
本
独
自
の
精
神
風
土
に
根
付
い
た
も
の

だ
と
も
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
国
家
神
道
で
あ
る
金
光
教
や
大
本
教
等
が
、

て
ん
ち
か
ね
の
か
み

う
し
と
ら
の
こ
ん
じ
ん

厄
神
の
天
地
金
乃
神
、
艮
金
神
等
を
信
仰
の
対
象
と
し
て
祀
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
誰
も
が
恐
れ
、
出
来
る
こ
と
な
ら
関
わ
り
を

持
ち
た
く
な
い
筈
の
閻
魔
大
王
を
、
庶
民
の
味
方
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
の
化
現

あ
が

と
し
て
崇
め
て
い
る
こ
と
や
、
笑
う
閻
魔
大
王
像
が
あ
る
こ
と
等
に
も
納
得

が
い
く
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
狂
言
の
「
餓
鬼
角
力
」
に
登
場
す
る
鬼
よ
り
恐
い
閻
魔
大
王

と
庶
民
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
は
、
佛
教
の
説
く
本
地
垂
迹
と
し
て

同
一
の
も
の
で
あ
り
、
あ
る
意
味
、
し
た
た
か
な
庶
衆
に
と
っ
て
は
、
謂
わ

け
れ
ん
み

ば
「
外
連
味
」
た
っ
ぷ
り
の
こ
う
し
た
「
狂
言
角
力
」
の
勝
負
に
勝
っ
て
も

負
け
て
も
、
救
っ
て
貰
え
る
こ
と
を
二
重
に
期
待
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
被
告
人
を
裁
き
、
死
刑
判
決
を
言
い
渡

す
、
最
高
裁
の
裁
判
長
が
閻
魔
大
王
だ
と
す
る
と
、
被
告
人
を
護
り
、
無
罪

判
決
を
勝
ち
取
ろ
う
と
す
る
辣
腕
弁
護
士
が
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
両
名
が
同
じ
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
無
罪
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
自
ず
と
期
待
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
物
語
文
学
を
史
（
資
）
料
と
し
て
縷
々
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

閻
魔
大
王
が
人
を
裁
き
、
地
獄
の
底
に
突
き
堕
と
す
だ
け
で
は
な
く
、
蘇
生

さ
せ
、
往
生
極
楽
に
導
く
こ
と
も
出
来
る
の
だ
が
、
地
蔵
菩
薩
も
ま
た
、
閻

（
�
）

魔
大
王
の
裁
き
を
覆
す
と
い
う
大
き
な
力
を
持
ち
、
罪
業
人
を
蘇
生
さ
せ
、

往
生
極
楽
さ
せ
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
、
決
し
て
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
何
の

力
も
持
た
な
い
庶
民
に
と
っ
て
は
、
こ
の
世
の
幸
せ
を
希
求
す
る
だ
け
で
な

く
、
あ
の
世
に
至
っ
て
も
苦
し
み
か
ら
は
、
必
ず
や
救
済
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
世
に
真
の
民
主
主
義
、
公
平
・
平
等
と
い
っ
た
も

の
が
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
と
さ
ら
に
こ
う
し
た
地
獄
に
関
わ
る

庶
衆
の
思
い
に
は
、
願
い
切
な
る
も
の
が
、
そ
こ
に
見
え
て
く
る
の
で
あ

る
。時

に
、
こ
の
「
狂
言
角
力
」
の
笑
い
は
神
佛
の
力
を
増
す
。
そ
れ
は
古
来

よ
り
、「
角
力
（
相
撲
）」
自
体
が
、
邪
悪
な
魔
を
祓
う
厄
除
け
の
呪
術
の
一

つ
で
あ
り
、
神
々
へ
の
捧
げ
物
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

註

か
た
ち

（
１
）村
上
美
登
志「「
和
久
里
融
通
大
念
佛
狂
言
」の
世
界
│
祈
り
の
形
象

│
」（『
立
命
館
文
学
』
第
六
一
八
号
、
平
成
二
十
二
年
十
月
）、

「「
壬
生
狂
言
」
追
跡
│
和
久
里
融
通
大
念
佛
の
場
合
│
」（『
軍
記
物

語
の
窓
』
第
三
集
、
和
泉
書
院
、
平
成
十
九
年
十
二
月
）
等
参
照
。

（
２
）
覚
鑁
『
地
蔵
講
式
』「
密
厳
諸
秘
釈
二
の
内
」。

（
３
）『
目
連
三
世
宝
巻
』「
宣
統
元
年
春
王
月
、
蘇
城
・
瑪
瑙
経
房
蔵
板
」

「
和
久
里
融
通
大
念
佛
狂
言
」
攷

二
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に
拠
る
と
、
地
蔵
菩
薩
の
名
が
「
目
連
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
澤
田
瑞
穂
『
修
訂
地
獄
変
│
│
中
国
の
冥
界
説
』（
河
出
出
版
、
平

成
三
年
七
月
）
参
照
。

（
５
）
註
（
１
）
に
同
じ
。

（
６
）『
比
較
民
俗
研
究
』
第
十
三
号
（
平
成
八
年
三
月
）。

（
７
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
近
衛
本
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
二

「
釈
教
第
二
」「
尊
恵
慈
心
房
」
の
条
。

（
８
）
村
上
美
登
志
『
中
世
軍
記
文
学
選
』
第
四
版
（
和
泉
書
院
、
平
成

十
一
年
十
月
）
参
照
。

（
９
）
新
日
本
古
典
文
学
体
系
三
十
六
『
今
昔
物
語
集
』（
岩
波
書
店
、
平

成
六
年
十
一
月
）。

（
１０
）『
太
平
公
記
』
巻
第
一
〇
九
「
趙
泰
」
の
条
。

（
１１
）
紙
谷
威
広
「
福
神
と
厄
神
」（『
講
座
・
日
本
の
民
俗
宗
教
第
三
巻

・
神
観
念
と
民
俗
』、
弘
文
堂
、
昭
和
五
十
五
年
）
に
は
、
福
神
と

厄
神
の
関
係
は
、
単
に
二
元
的
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
福
神

が
厄
神
を
内
包
し
、
厄
神
も
ま
た
、
福
神
を
内
包
す
る
と
い
う
こ
と

に
触
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
蔵
菩
薩
と
閻
魔
大
王
の
関
係

も
、
ま
さ
に
こ
れ
に
相
当
す
る
。

（
１２
）
喜
多
村
理
子
「
盆
に
迎
え
る
霊
に
つ
い
て
の
再
検
討
│
先
祖
を
祀

る
場
所
を
通
し
て
│
」（『
日
本
民
俗
学
』
第
百
五
十
七
・
百
五
十
八

合
併
号
、
昭
和
六
十
年
一
月
）
に
拠
る
と
、
正
月
様
と
厄
神
、
盆
棚

と
餓
鬼
棚
祭
祀
な
ど
の
並
祀
に
見
ら
れ
る
祀
ら
れ
方
に
は
、
明
確
な

区
別
が
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
福
神
は
座
敷
な
ど
の
所
謂
上
座

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
厄
神
は
縁
側
や
屋
外
な
ど
の
下
座
に
祀
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
区
別
は
、
同
体
で
あ
る

と
言
い
な
が
ら
、
地
蔵
菩
薩
が
閻
魔
大
王
を
超
え
る
能
力
を
持
っ
て

い
る
こ
と
に
繋
が
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

附
記

本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
に
か
け
て
五
年
間
に
亘
り

採
択
さ
れ
た
、「
科
學
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）」
に
拠
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

（
む
ら
か
み
・
み
と
し

国
立
舞
鶴
高
専
人
文
科
學
科
教
授
）

二
四


